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山菜葵由来成分 7-0-galloyトD-sedoheptuloseの2型糖尿病モデルの脂肪組織におけ
る作用
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【目的】2型糖尿病は､過食や運動不足などから肥満､高血糖､高脂血症等が出

現する生活習慣病であるが､我々はこれまで7-0-galloyLD-sedoheptulose(GS)の2
型糖尿病モデルの肝腎障害の進展を抑制する知見を報告してきた｡本報では脂肪

組織に及ぼす影響を検討した｡

【方法】 2型糖尿病モデルとして､C57BLKS/Jdb/dbマウス (9週齢,雄性,各

群 10匹)を用い､正常対照としてC57BLKS/Jm/mマウス (9週齢,雄性,6匹)を

用いた｡GSは20mgあるいは 100mg/kg体重を連日胃ゾンデで経口投与し､6週
間後に血液と脂肪組織を採取した｡

【結果】db/dbコントロール群で増加した体重,摂食量,飲水量はGS投与群で

低下していた｡一方､db/dbマウスでは血中のグルコースやレプチン､インスリン､

C-ペプチ ド､レジスチン､TNF-α､IL-6､TG､総コレステロール､NEFA､HDL-

コレステロール､LDL/VLDLコレステロール､ROS､TBARSが高値を示し､アデ

イポネクチンが低下していたが､GS投与群ではグルコースの低下傾向とアディポ

ネクチンの有意な増加､その他成分の有意な低下作用が認められた｡また､脂肪

組織の脂質成分､ROS､TBARSがGS投与によって低下し､PPARα､PPAR†､SREBP-1､

SREBP-2､NFkBp65､COX-2､iNOS､MCP-1､ICAM-1､JNK､p-JNK､AP-1､TGF-β1
の蛋白発現が､GS投与群で改善していた｡

【結論】 GSは､2型糖尿病の脂肪組織障害を是正していることが証明され､新

たな治療薬としての素材の可能性が示唆された｡


